
　　  第46回（令和７年度）
　　　　　　　北海道麦作共励会参加推薦調書

　　　
第１部　〔20ha以上〕
推薦者　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　印
第２部　〔20ha未満〕
調書の内容に誤りのないことを確認した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業改良普及ｾﾝﾀｰ所長　　　　　 　　　　　　印

検査成績を証明する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農産物検査員　　　　　　　　 　　　印

（フリガナ）
　　　　　　　　　　　　　　　対 象 者　　　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

（フリガナ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
１．参加部門　　　（　１．第１部、　　２．第２部　）　○を付ける
２．経営の概要
	家　族　構　成
	経　営　規　模
	左の内
借　地
面　積
	輪　作　体　系
	輪　作　の　特　徴

	
	水　　田
	畑
	
	令３
	令４
	令５
	令６
	令７
	

	総 人 員    人
稼働人員    人
	ha
ha
	ha


	ha


	
	
	
	
	小麦
	

	
	作付合計      　ha
	ha
	
	
	
	
	
	


（記入上の注意）輪作体系の記入については、麦の作付けが数筆に分かれている場合は、主たるほ場の来歴とする。
３．小麦の生産状況
	年　　産
	小麦品種名
	小麦栽培
面　　積
ha
	麦作率
％
	10a当たり収量
	上位等級
生産量
Kg
	
左の等級別
検査数量    kg
	左の
１等
麦比
率％
	規格外
を含む
総収量
kg
	総収量
に対す
る１等
麦比率％

	
	
	
	
	農家単収
kg
	統情単収
kg
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	１　等
	２　等
	
	
	

	令和５年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	令和６年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	平　　均
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	令和７年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


 (記入上の注意)ア．２品種以上栽培している場合は、主な２品種を記入して、各々の栽培面積・収量を記入する。
 　　　　　　　イ．農家単収は，上位等級生産量を栽培面積で割りかえした値である。
 　　　　　　　ウ．10a当たり収量　　統情単収
 　　　　　　　　　５・６年産は、市町村統情平均収量を記入する。
 　　　　　　　　　統情単収の７年産は、市町村７年中５カ年平均収量を記入する。
４．技術の内容－１
	土　　壌　　改　　良
	収　　穫　　乾　　燥
	乾燥
調製
の
特徴
	10a当
たり
労働
時間
    hr

	排　水　対　策
	有機物施用
	土改資材施用
	収　穫　法
	収　穫
期　間
	乾 燥 方 法
	
	

	
	
	
	
	
	個　人
	施　設
	
	

	　　　　　　　 施工年
暗　　渠　有 無
明　　渠　有 無
心土破砕
　　普通　有 無
　　有材　有 無
表面排水　有 無

	          施用年
堆　肥
    　　　kg/10a
麦稈すき込み
  （ある、なし）
　
緑　肥
 （作物名、播種日）  　
	       施用年
熔りん
    　kg/10a
炭カル
    　kg/10a
客　土
     　cm
	普通型
汎用型
その他
	月  日
～
月  日


	
	
	
	


  (記入上の注意)ア．10a当たりの労働時間は、小麦の生産に直接投下された時間を記入する。不明の場合は、農業改良
  　　　　　　　　　普及ｾﾝﾀｰの指導目標・機械装備等から推定して概数を見積もり記入する。
1． 乾燥・調製を施設へ作業委託しているものは、それに係る部分の概数を見積もって加算すること。
　　　　　　　　　
５．技術の内容－２
	播　　　種
	土　　性
	施　　　　　　　　　　肥
	根雪
始
	雪 腐 病 防 除

	期
	量
	方　　法
	
	区　分
	窒　素
	りん酸
	加　里
	時　期
	
	時期
	使用薬剤名

	　月 日
	kg/10a
	   畦幅cm
	
	基　肥
（銘柄）
追　肥

（銘柄）

	kg/10a
	kg/10a
	kg/10a
	　月 日
	　月 日
	　月 日
	


	除草剤散布
	融　雪　促　進
	融
雪
期
	病　害　虫　防　除（植物成長調整剤含む）
	備　　考

	時　期
	剤名・散布量
	時　期
	資材名・散布量
	
	対象病害虫名
	時　期
	使 用 薬 剤・散布量
	

	 月 日
	
	　月 日
	
	 月 日
	
	　月 日
	
	


６．技術の特色（文章・箇条書き、上記の技術の内容で顕著な点を具体的に）
	技術上の工夫
	品質改善の努力

	
	


　　　　　　　　
７．経営の特色およびその他特記事項
	規模拡大・省力・低コストの努力
	その他経営上の特色
	その他（地域での役割と波及効果）



	規模拡大　   作付面積(ha)

（うち借地を含む）　

R５
R６
R７
過去における農地購入
農業機械利用状況


	
	


８．品質等測定値
	容積重(g/㍑)
	F.N(sec)
	蛋白(％)
	灰分(％)
	そ　の　他

	
	
	
	
	


　　　　　
個人の部（秋播小麦）








- 2 -

